
A現代社会は人々を精神的に、身体

的に痰れさせる時代である。`]ヽ学生で

も、「痰れた、痰れた」と逹芥する。若

者たちも、4・Tか しらけだるさを党えて

いる。人人も、経済的な問題、職場で

の人間関係、家たの問題、礼子の関係

等々、いろいろな問題や重荷、悩みを

抱えている。ヤ高年の男性の白殺が恙

増 している。「もう、疲れた」と言いな

がら、このせの生を終える。その道児

たちが、街頭で「私たちのような薔し

みを味わう人がいなくなって欲しい」

とこゆく人々に訴える。政治への、社

会への、会社への、悲痛な嗜びだ。

以下は著名人の重荷によつわる名言集。

「だ の普悩 は内体 の著痛 よ り重荷 だ。」

(ププリリウス・シルス 331せ魚卜t4kロ ーマの

事劇作家・ミヽ

「人の一生は重荷を負て逹き逍をゆく

がおし いそぐべからず 不自由を常
とおもへば不足なし こころに生みお

こらば困窮したる時を思い出すべし

堪恙は無事長久の基 いかりは敲とお

もへ 勝事ばかり妊りてまくる事をし

らざれば害典身にいたる おのれを貴

て人をせむるな 及ばざるは追たるよ

りまされり」は,11家康、lM3～ 1616年、江
戸新 教ハ市ワした時軍)

「速しみの重荷にあがく者には、詐で

もキ抱と説き閉かせる、だがどんなに

立派な美穐とオ台Lを持つ者でも、ひと

たび自分が同じ重荷を背負うとなると、

キ抱などしきれるものではない」(ゥ ィ
リアム・シェィクスビア、15M～ 1616年、イギリ

スの劇作家、ミヽ

うL嗜手 塁 こ Meditatin on Worshi

「貧しいオは、自分の人生を不グエな

重荷と捉えたときに、深い薔悩のヤヘ

と落ちヽ んでいく。」(ジ ェームズ・W・ ヤン

グ 1886～ 1973年、アメリカ晨人の広告代理店・

トムプソン社の常任晨議 F・3、 アメリカ広告代理業

協会の会長なと・を歴任。広告鋒 lAC)の設立

者で危チェアマン)

「一つの嘘をつく者は、自分がどんな

重荷を背負いおむのかについて滅多に

気がつかない。」(ジ ョナサン・スウィフト、

1667～ 1物5年、イギリスの共ESI崚司祭、叡11

作家『ガリヴァーれ
～
」 イ午紛

吸 室の荷を負いすぎているものは、

小さな喜びを買うにも薔 しみかつ損を

する。」(セ バスチャン・シャンフォール、1741

～ 1794年、フランスの大学者)

「邊去を恙れ、ミからな りを消し去れ。

どんな強い人rOnも そんな重荷に耐え統

けることは山水ない。」(ァ ントン・チェー

ホフ、1860～ 1904年、ロシアを代表する劇作家、

短編′卜説豹

「お金や名声は一度手に入れた後は童

荷になる。人生に必要なのは素晴らし

い思い出と榊 的な豊かさだ」(ス ティー

ヴ・ルカサー、1957年 ～ 、アメリカのミュージシ

ャン、ギタリスト、ボーカリスト、作苗わ

「義務の重荷からへ々を解衣する事の

できるのは、熊む的な実行のみであ

る。」(ョハン・ヴォルフガング・フォン・グーテ、

1749～ 182年、 ドイツのミに、劇作家、̀ 1嗜え家、

哲学者、自然科学者、政治家、法律神

「昨日の重荷に/J・ えて、明日の重荷よ

で今日のうちに背負うとしたら、どん

な強い人でもつまずいてしまうでしょ

つ。」 (ウ イリアム・オスラー、1849～ 1919年、

カナダの医学者、内科医。今日の医学教育の基礎を

築いた)

「れは、シャカや、プラトンや、その

他の贅人たちの吉ヤに多くの建動する

名古を几出した。しかしながら、まだ

だれからも『痰れた者、重荷を負う者
は、わたしのもとに水なさい』という

声を聞かなかった。」(ァ ゥグスティヌ354

～ 4Ю 年、古代キリストなの神学者、哲学者、説み

オ、ラテン教幻

「神である主、イスラエルの聖なるガ

は、こう″Fせ られる。『立ちIF_っ て静か

にすれば、あなたがたは救われ、落ち

着いて、信頼すれば、あなたがたはカ

を得る。』しかし、あなたがたは、これ

を望まなかった。あなたがたは言った。

『いや、私たらは、らに乗って逃げよ

う。』それなら、あなたがたは4げてみ

よ。『れたらは子、らに未って。』それな

ら、あなたがたの追っ子はなお逹い。

ひとりのおどしによって十人が4げ、

二人のおどしによってあなたがたが逃

げ、ついに、出の頂の旗 ざお、丘の上

の瀕メ
゛
らいしか残るまい。それゆえ、

主はあなたがたに恙もうと待っておら

れ、あなたがたをあわれもうと立ち上

がられる。主は工義の神であるからだ。

幸いなことよ。主を待ら笙むすべての

オは。ああ、シオンの民、エルサレム

に住む者。もうあなたは泣くことはな

い。あなたの●lび声に應 じて、主は必

ずあなたに恙み、それを開かれるとす

ぐ、あなたに答えてくださる。たとい

主があなたがたに、え しいパンとわず

かな水とを賜わっても、あなたの教
'中はもうはれることなく、あなたの日は

あなたの教
'中

を几続けよう。あなたが



右に行くにも左に行くにも、あなたの

手はうしろから『これがこだ。これに

歩め。』と言うことばを開く。」(ィ ザャ3

0:15～ 20)

以下は、上記の聖句に啓芥されたスイ

スの法学者、そ学者、政治家カール・

ヒルティα日3～ 1畑年)の言幸。

主はあなたに恙みを施される日を待っ

ておられる。だから、あなたはいたず

らにヽ配をしたり、いろいろ着水の針

凸を立てたりして、そのために、晨も

よい仕事の時Fanを 多くつぶすことは全

くいらない。神を信 じて、神のこを誠

実に追もうと努めるならば、万事はひ

とりでに、 しかもあなたが子期するよ

りも、はるかにうよくこぶのである。

これによって人生は非常に楽になる。

なぜなら、たるかもしれない不幸に対

する′蟷西こは、ぜひとも̀
愁
ばねばならな

い現実の不幸よりも、一層ひどくひと

の力を消れさせるからである。実際の

不幸は、 しばしば外的な手段や努力に

よって打ち勝つこともできるが、しか

しだ配は沖への強い信頼によつてしか

は 的に打ち勝つことができない。こ

のような経験はだれでも持つことがで

きる。

しかし十分信″ルミの篤い人たらの中に

も、その誡実な信タルミにもかかわらず、

絶えずいろヽヽろと̀む配 しながら生活し、

その上、多くの事柄では、全 くせ「alな

みのこを歩み、特にこのせの財宝を高

く評価する点でも、せralと同じ考え方

をする者がいる。この点を万1と すれば、

実に敬虔な意向をもった、このような

全持ちの、また身分の高いキリスト者

が、今日では1卜常に大勢いる、こうし

た人々に対 して、神は思籠をはっきり

友わすことを、 しばらく差し控えるこ

とが確かにある。というのは、同時に

神と財宝とを頼みとすることはできな

いからである。いずれか一つがこの十

から
'肖

え去らねばならなヽヽ。 そこには

町H嚇」ということはあり得ないので

ある。

あなたの憂いをすべて主にゆだねよ、

主はあなたに代わり配慮 される。

あなたの家族のための憂いを

われらの信ずる主にゆだねよ

あなたはいたずらに策を家じ考えるだ

けだ、

しかし主には行 くこと着未が開かれて

ある。

主は′む乱をきらうが、あなたがきさげ

る

人に向かつての祈 りは喜んで閻き俗 う。

あなたがやっと一つの策を立てる間に

主は十もの策を持っていられる。

なにびとも勝手気ままに

あなたを害することのないように、

主はあなたへの恙みのために

みんなのだを小川のように導かれる

主の御手から薔 しみも与びも

安んじてえけ、ひるんではならない。

主はあなたのこ令をす (゛ にも変えられ

る。

しかしそれを恙くするものは、あなた

の哄きだ。

いたずらにあなたを薔じめるために

薔難が与えられたのではない。

信じなさい。まことの生命は

なしみの日に植えられることを。

『眠られぬたのために 第一部』(ヵ―

ル・ヒルティ着)よ り

「あなたがたの思い煩いを、いっさい

神にゆだねなさい。料功 あヾなたがたの

ことをぶ配 してくださるからです。」

(Iペテロ5:7)

「何 も思い煩わないで、あらゆるばあ

いに、感謝をもってきさげる祈 りと願

いによって、あなたがたの願い事を神

に帰つていただきなさい。そうすれば、

人のすべての考えにまさる神の千安が、

あなたがたの′遼と思いをキリスト・イ

エスにあって守ってくれます。」(ピ リピ

4:6. 7)

「ほむべきかな。日々、私たちのため

に、重荷をになわれる主。私たちの救

いであられる神。」(詩鳥68:19)

「すべて、痰れた人、重荷を負ってい

る人は、わたしのところに未なさい。

わたしがあなたがたを体ませてあげま

す。」(マ タイ11:28 イエス・キリスト)

デンマークの哲学者セーレン・オービ

エ 。キェルケゴール (1813～ 1855年)は
「もう未ることができぬというほと・に

不幸な人が、来たしているであろうか。

おお、ただ一つの哄息だけで十分であ

る。君がイはイエス)に向かって嘆
`ま
す

ること、それもまた御中に水ることで

ある。(イ エスの招き)。」と言っている。

疲れた者、重荷を負っている者が、イ

エスに向かつて、「ああ」と哄`こ
して嗜

び掛けるだけでよいと言っているのだ。

瞳 荷が人を押 し漬すのではない。背

負い方が問題なのだ。」lDrealns Corne

True、 日本のバンド)Ω
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